
既成概念を突き抜ける私たちの強い信念と、 

「患者さんと私たち、自分たちとその家族」 

を象徴する２つの円が、ともに生きる姿を表現しています。 

SAITO MEDICAL GROUP 

GROUP シンボルマーク 
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ともにいきるかい VOL.40 
感染症関連情報 

川湯の森病院 近況 

秋の防災訓練 
春と秋に行われる年 2 回の防災訓練の内、秋期訓練は夜間訓練となります。今年も弟子屈消防

署の指導、協力のもと行われました。 

暗がりでの初期消火・通報・避難の実際と同様に行い、一連の流れを確認しました。 

川湯の森病院には、通常の火災報知器以外にもスプリンクラーやフレイムセンサー（炎感知器）

を完備し、日頃より防火に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

弟子屈町より感謝状 

新型コロナウイルスワクチンの集団接種に協力したことに対し、弟子屈町から感謝状が届きま

した。徳永哲雄 弟子屈町町長から武井院長と佐藤事務部長へ手渡されました。 

 

 

社会医療法人 明生会 

SAITO MEDICAL GROUP 

情報元：厚生労働省 

接種を受けた後に副反応が起きた場合の予防接種健康被害救済制度 

一般的に、ワクチン接種では、副反応による健康被害（病気になったり障害が残ったり

すること）が起こることがあります。極めて稀ではあるものの、なくすことができない

ことから、救済制度が設けられています。 

 救済制度では、予防接種によって健康被害が生じ、医療機関での治療が必要になった

り、障害が残ったりした場合に、予防接種法に基づく救済（医療費・障害年金等の給付）

が受けられます。新型コロナワクチンの接種についても、健康被害が生じた場合には、

予防接種法に基づく救済を受けることができます。 

 

＜健康被害救済制度とは＞ 

予防接種の副反応による健康被害は、極めて稀ですが、不可避的に生ずるものですので、

接種に係る過失の有無にかかわらず、予防接種と健康被害との因果関係が認定された方

を迅速に救済するものです。 

予防接種法に基づく予防接種を受けた方に健康被害が生じた場合、その健康被害が接種

を受けたことによるものであると厚生労働大臣が認定したときは、市町村により給付が

行われます。申請に必要となる手続き等については、予防接種を受けられた時に住民票

を登録していた市町村にご相談ください。（厚生労働大臣の認定にあたっては、第三者

により構成される疾病・障害認定審査会により、因果関係に係る審査が行われます。） 

 

＜申請から認定・支給までの流れ＞ 

健康被害救済給付の請求は、健康被害を受けたご本人やそのご家族の方が、予防接種を

受けたときに住民票を登録していた市町村に行います。 

請求には、予防接種を受ける前後のカルテなど、必要となる書類があります。必要な書

類は種類や状況によって変わりますので、市町村にご相談ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七五三 

農園課だより 

スタッフ募集 

川湯の森病院では、介護スタッフを募集（ハローワークにて情報公開）しています。 

介護に興味のある方、一度見学に来てみませんか？ 

栄養課だより 

10 月の行事食は「秋の収穫祭」でした。 

 

ワイン用の山ブドウを寒風で熟成中です。いい具合に干しブドウのようになり、糖度

も順調に上がってきました。 

ミニトマト、ほうれん草、小松菜、春菊が収穫できます。 

11 月の代表的なイベントに「七五三」があります。 

七五三は子供の健康と成長を神様に感謝し、お祝いする行事で、３歳の男女、５歳の男

の子、７歳の女の子が 11 月 15 日前後に晴れ着に身を包んで神社にお参りするという

行事です。 

七五三の起源は古く、平安時代の貴族文化にあるとされています。今のように年齢を決

めて行うようになったのは江戸中期頃のようです。元々は関東を中心に武家社会に広ま

った行事です。３歳は男の子、女の子が不揃いだった頭髪を整える「髪置」、５歳は男の

子が初めて袴を着用し始める「袴着」、７歳は女の子が大人と同じ紐で結ぶ着物を着用す

る「紐落」というのがそれぞれの年齢で行う儀式の由来です。 

最近の一般的な七五三の祝い方は、 

晴れ着を着て記念写真を撮ったり、 

家族でお祝い膳を囲んだりして子供 

の成長をお祝いする記念日的な行事 

になっています。 

おいしい健康食レシピ  

煮込み豆腐ハンバーグ 

1. みじん切りにした玉ねぎをゆっくりと炒める。 

2. A の材料を泡だて器でよく混ぜる。 

3. ２に挽き肉、炒めた玉ねぎ、豆腐を入れて、粘

りが出るまでこねる。 

4. B の材料を合わせておく。 

5. ハンバーグのタネを形成し、両面を焼く。 

6. 両面焼けたら、B を入れて弱火で 10 分くらい

煮る。 

7. 彩りの付け合わせと一緒に、お皿に盛り付けれ

ば完成です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
※ 分量（2 人分） 

・合い挽き肉      140ｇ 
・玉ねぎ（みじん切り） 60ｇ 
・絹ごし豆腐      80ｇ 

A 
・卵          30ｇ 
・パン粉        24ｇ 

・コショウ、塩     少々 
B 
・ケチャップ      30ｇ 

・ソース        20ｇ 
・酒          12ｇ 
・みりん        12ｇ 

※ こちらのメニューは、川湯の森病院と同グループの老

人ホーム「森の家しらかば」で提供された食事です。 

森の家しらかばホームページ 

https://shirakaba.tomoni-ikirukai.jp/ 


